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妊婦 の 便秘症 に 対 する 乙 字湯 （EK − 3 ）の 臨

床 効果 の 検 討
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【目的 】　乙字湯 （EK − 3 ）は 、柴衂 当帰、 甘草、升麻な どが配 合さ れ た漢方製 剤 で 、

痔疾 、 便秘に 有効で あ る とされ て い る Q
．一・
方 、

妊 婦は便秘が ちで 、 骨盤血 流量 が 増 加 し て

い るこ ともあ り、 痔疾 を合併 しやすい ことは よく知 られ て い る 。 そ こで 、 妊婦 の 便 秘症 に

対する 乙字湯 の 有用 性 を、 多数例 に つ い て検討し た D　 【方法 】1993年 1 月よ り 1 年間、

賛育会病院 を受診 し た妊婦 （15週〜35週 ）で 、 便秘を主訴 とし、漢方薬内服可能な 54例 に

対 し
、 乙 字湯 （EK − 3、 カ ネ ボ ウ 薬品）を投与 し

、 そ の 効果を検討 した 。 投与量 は 、 当初

1 日 29 より開始し 、 効果の 認 め られ なか っ た 症例 に対 しては漸次増量 し て 、 最終 的 に は

1 日 6 牙 まで と した 。 投与期間 につ い て は 、 特 に 制限 を設けなか っ た 。 評価の 指標 と し て 、

1 週間の 排 便回数 、 便 の 状態 、 腹部膨 満感の 有無に っ い て調査 した 。 分娩の終 了 し た 症 例

に つ い て は、そ の 状況 、 新生 児に 対す る影響 に っ い て も検討を加 え た Q 研究期 間 中は 他の

緩下剤を併用 し な い よ う配慮し た 。 　 【成績 】1 日投与量 は、3．7 ± 1．79 で、軽症 例 （週

に 2 回以上 の 排便 を認め た 症例 ： 41 例 ）では 1 日 29 内服例が多 くみ られ （26例、63．4

％ ）、 重 症例 （週に 2回 未満 の 排便 を認め た 症 例 ： 13 例 ）で は 1 日 62 内服例 が 多か っ

た （9 例 、 69．2％ ）。 適量 の 乙 字湯 の 投 与 に よ り 、 1 週 間あた り の 排便回 数 は 、
2．4 ± 1．7

か ら 7．　1±0，4 と 、 有意に 増加 し た （p 〈O．Ol ）。 便 の 状態 は 、 乙字湯投与前は 全例 硬便 で

あ っ た が、投与 開始 4 週後に は普通便 42 例 、 軟便 12 例 と著名に改善され た 。 腹部 膨満

感も投与 前は 全例 中 等度以上 に 認 めら れ た が、乙 字湯 の 内服に よ り6 週 目に は消 失 し た Q

しか し 、 重症例で は 、 投与量が多 くな っ た こ とか ら、 患者自身の 希望に よ り、 13 例 中 10

例は 6 週以後 他の 便秘薬に 移行 した 。 また、分娩時の 特 蘇な合併症は 認め ら れず 、 新 生 児

の 異常 もなか っ た 。 分娩後の 痔疾 （主 と して 脱肛 ）の 発生 に関 し ては 、 54 例中 42 例

（77．8％ ）にみ られ、全体 の発生頻度 （80．4％ ）と差はなか っ た 。 今回 の 検討では 、投 与量

を症 状に応 じて 適宜調節 した た め、水様便な どの 副作用 は 1例 も認められなか っ た 。

【結論 】妊婦の 便秘症 に 対 して 、乙字湯の 投与は 極め て 有用 で ある こ とが 明らか とな っ た 。
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